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[生 活]

対象に愛着をもち,自 分自身への気付 きを

自覚する生活科の学び

一体験活動 と表現活動 を相互に繰 り返すことの有効性に関する一考察 一

甫仮 直樹*

1は じめに

生活科では,児 童が体験を通 して様々なことに気付 く。そして,児 童の気付 きは,言 葉や絵 によって表現される。そ

れは,体 験 を通 してでてきた疑問や問題 を友達 と話 し合う場面であった り,対 象 とのかかわりを作文に書 く場面であっ

た りする。筆者は,生 活科の学習を行 う過程で児童が体験活動 と表現活動 を密接にかかわらせながら学びを深めてい く

と考えている。体験 を言葉や絵で表現することで,児 童が 自らの気付 きを自覚 し,友 達 と共有 し合うことがで きるから

である。これまでの生活科の学習において,筆 者自身,体 験活動の後 には作文を書 く活動や気付 きを伝 え合 う活動 を

行 ってきた。 しか し,表 現活動 を行 うことに満足 して しまい,児 童が対象との新たなかかわりを生み出した り,自 分 自

身の頑張 りや成長を自覚 した りする姿につながっていなかったという反省 もある。

平成20年1月 の中央教育審議会答申で も,生 活科の課題の一つが,「表現の出来映えのみ を目指す学習活動が行われ

る傾向があ り,表 現によって活動や体験 を振 り返 り考 えるといった,思 考 と表現の一・体化 という低学年の特質を生か し

た指導が行われていないこと1)」であると指摘 している。そ して,改 善の具体的事項 として,「 身の回りの人 とのかか

わ りや自分 自身のことについて考えるために,活 動や体験 したことを振 り返 り,自 分 なりに整理 したり,そ こでの気付

き等を他の人たちと伝 え合った りする学習活動を充実する。その際,活 動や体験 したことを言葉や絵で表す表現活動 を

一層重視する」ことが挙 げられている。つまり,体 験活動 と表現活動を相互に繰 り返すことで,児 童が対象 とのかかわ

りを深めた り,自 分 自身への気付 きを自覚 した りする姿が求められている。

学習指導要領の改訂 により,表 現活動 に着 目して児童の観察 カー ドや作文への記述がどのように変容 したかを分析 し

た実践は数多 く見 られる。 しかし,体 験活動 と表現活動 との関係性に焦点を当て,表 現活動での発言や記述の変容 と共

に,児 童の対象 とのかかわ り方の変容や自分 自身への気付 きの自覚について分析 した実践は少 ない。加納(2011)は,

「充実 した体験,心 が動かされた感動体験からは,必 ず子 どもは誰かに伝 えたい,何 かに残 しておきたいという欲求が

生まれる。2)」として体験活動 と表現活動の関係性 について捉 えている。筆者 自身の反省を基に,本 研究では,第2学

年の水の生 き物の飼育活動 と雪遊びの活動の実践において,体 験活動 と表現活動 を相互に繰 り返すことで児童一人一人

の気付 きや対象 とのかかわり方がどのように変容 してい くのか考察する。

また,児 童の気付 きに関 して,木 村(2012)は,「 生活科では 『自立への基礎 を養 う』 という究極の教科 目標か ら,

『自分自身への気付 き』 を最 も大切にする。より具体的には,『 わかるようになったぼく ・わたし』 『できるようになっ

たぼ く・わた し』に気付かせてもらいたい3)」と論 じている。そこで,本 研究では,以 下の仮説 を基に考察 を進める。

(1)豊 かな体験活動が児童に対象への愛着や気付きをもたらし,「書 く(描 く)」「話す」などの表現活動への意欲を促す

(2)表 現活動によって自覚化された愛着や気付 きが,対 象との新たなかかわり方を生み出す

(3>体 験活動と表現活動を相互に繰り返す過程が,自 分自身の頑張 りや成長を自覚する児童の姿を引き出す

2研 究の方法

(1)対 象児童

児童の気付 きや対象 とのかかわ り方の変容 を分析するために,個 々の児童の単元全体 を通 した活動の流れを捉える必

要がある。そのため,本 研究では,2つ の単元において1名 ずつを対象児童 として分析 を行った。
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A児 は,こ れまでの学校生活で友達 とかかわることが苦手な児童であった。第1学 年の生活科の学習でウサギを飼育

した際にも,友 達 と相談 して活動 を進めることは少な く,一 人でウサギとかかわっている様子が見られた。

B児 は,学 校生活において,自 分の思いや考えを表出することが難 しい児童であった。生活科の学習でも,自 信のな

さから周 りの友達に合わせて行動する様子が見 られた。

(2)検 証方法

2名 の対象児童に対 して,体 験活動での対象 とのかかわり方や表現活動での発言や記述を見取 り,意 味付 けを行 った。

そ して,単 元全体を通 して,児 童の気付 きや対象 とのかかわ り方の変容 を捉えた。個 々の児童の体験活動 と表現活動 を

相互に繰 り返す過程 を明確にすることで,(1)～(3)の仮説について検証 してい く。

3活 動 の実際

(1)水 の生き物の飼育活動におけるA児 の事例から

「水の生 き物の飼育 を通 して,体 の特徴や育つ環境,成 長の変化 に気付 くとともに,生 き物への愛着や大切に世話 を

しようとする心情を育む」ことが本単元の目標である。そ こで,本 単元 において,以 下のような手立てを行った。

①学校の中庭や地域の用水など児童にとって身近な場所で生 き物 を捕まえ,6月 から12月 まで長期間飼育 を続けること

がで きるように単元 を構成する(図1)。

②活動内容は,で きる限 り児童の自己選択 ・自己決定 に任せる。

③生き物 とのかかわりを物語(以 下,生 きものがた り)に 表現する活動 を繰 り返 し行い,児 童が生き物への気付 きや愛

着,自 分 自身の頑張 り,成 長 を自覚できるようにする(図2)。

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

体験活動

と
び

だ

せ
!

ぼ

く
た

ち
た

ん
け

ん
た

い

こ
ん

に
ち
は生
き

も

の
さ

ん

一
・生 き物の採集活動

・日々の飼育活動

・生 き物の健康観察

よ
う

こ
そ

生
き

も

の
ラ

ン
ド

へ

一
・日々の飼育活動

・生き物の健康観察
・上越市立水族博物館

見学
・生き物ランドの準備

活動
・生き物の紹介活動

さ

よ
・つ
な
ら生
き

も

の
さ

ん

一
・生き物を飼い続け

るか逃がすかの話

し合い
・学級の半数の児童

が春まで自宅で飼

育を続ける

表現活動

生きものがたり一 〉
図1

4月,児 童 と地域探検 に出掛けた。その際,「 保育

園の時,こ の川で ドジョウを捕まえたよ」「こんな小 さ

な川に ドジ ョウがいるの?」 などの言葉 を交 わす姿が

見 られた。これ らの言葉 を取 り上げ,生 き物 を探 して

みたい という児童の思いを基に単元をスター トさせた。

A児 は,生 き物採集の時に,大 きなザ リガニに指 を

「水の生 き物の飼育活動」単元計画(生 活科36時 間,国 語10時 間,図 工2時 間)禰
図2A児 の生 きものがたり

挟 まれた。自分の捕 まえたザ リガニを飼育することにしたA児 だったが,こ の時の体験 によって,最 初はザ リガニを持

つことができなかった。また,持 ったとして も,す ぐに投げるようにザリガ

ニを放 して しまっていた。A児 が,生 き物採集の活動後に書いた生 きものが

た りが次の通 りである(図3)。

ぼ くは,ザ リガニが こわいけ ど,小 さいのはこわくあ りませ ん。わけは,

は さみではさまれてもいた くないからだ よ。だから,チ ビちゃんはこわ くな

い よ。け ど,ぼ くがかっているので一ばんこわいの はカ ッカだよ。わけは,

さわるといか くす るからだよ。これか らは,あ んまりいか くしないでね。

図3A児 の生きものがたり(生き物採集の直後) ※点線は,筆 者による意味付け
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しか し,日 々の継続 した飼育活動や 自分の飼育 している生 き物 を紹介する活動(以 下,生 き物ラン ドの活動)を 通 し

て,A児 の生きものがた りの記述や生 き物 とのかかわ り方が変化 していった。

児童は,一 人一人が一個ずつ水槽 を使って飼育活動 を行った。自分の水槽で生 き物 を飼育 したことで,A児 にぼ くの

ザリガニという意識が芽生えてきた。そのことが,生 き物への愛着や飼育への責任感 を育むことにつながった。 また,

朝の会や生活科の時間に 「生 き物の健康観察」を行い,生 き物 とかかわってきた。A児 は,ザ リガニに声 を掛けた り,

触 ったりして,そ の時々の様子 を捉 えていった。「はさみを振 り上げているから元気だよ」「ザリガニのカッカが餌 をた

くさん食べて くれたよ」 など,根 拠 を基 にして健康観察を行い,ザ リガニへの気付 きやかかわ りが深 まっていった。

A児 は,飼 育活動 を通 して,ザ リガニの背中を後ろか ら優 しく持つ と指 を挟まれないことに気付いた。そ して,休 み

時間になるとザ リガニの様子をじっ と見守 るようになった。すると,A児 は,家 から水草を持 ってきて水槽 に入れた り,

毎 日欠かさず餌や りを続 けた りするようになった。行動の変化 に伴 い,A児 の生 きものがたりの記述 も変わってきた。

A児 の書いた生 きものがたりには,ザ リガニのことを考え,成 長 を願 う記述が見 られるようになった(図4)。

ぼ くのエサで,い っぱいせいちょうしてね。 こん ど,み んなに見 られる

か ら,い っぱいせ いちょうした ところをみんなに見せ たいで しょ。だか ら,

い っぱいせいちょうしてね

図4A児 の生きものがたり(飼育活動の最中)

A児 は,生 きものがたりの記述後,今 まで以上にザリガニの餌や りや水

替えの活動に懸命 に取 り組むようになった。

また,水 槽を教室の外に置いたことで,休 み時間などに他の学年の児童

との交流が生まれた。2年 生の児童は,質 問に答 えた り,生 き物を触 らせ

てあげた りすることで,「 もっとた くさんの人に自分 の飼っている生 き物

を見てもらいたい」 という思いをもつ ようになった。その思いから,飼 育 している生き物を紹介する生 き物ランドの活

動が生まれた。

A児 は,生 き物ランドの活動で,来 て くれた人にザリガニを持 ってもらいたいと考 えた。そこで,A児 は,家 から幼

児用のプールを持ってきて,友 達 と一緒 にザリガニを触 ることので きる体験 コーナーを作った。生き物 ランドがオープ

ンすると,体 験コーナーに来た1年 生にザリガニの持ち方を優 しく教えた り,ザ リガニがはさみで餌を取 る様子 を真似

して説明した りする姿が見 られた。A児 が生き物ランドの活動後 に書いた生きものがた りが次の通 りである(図5)。

ねえ,チ ビちゃん,カ ッカ,デ カ,マ ッハ,見 てもらって うれ しかった

ね。前 は,あ んまり見て くれなかったからうれ しかったね。 さわった りも

して うれ しかったね。 ともだちがいっぱいで きた?い っぱいで きたよね。

ねえ,生 きもの ランドは もうおわ りだ よ。 もっとや りたい よね。まだ,ぜ

ん校 の人や先生のぜ んいん とともだちになってない もんね。ぜんいん とと

もだちにな りたい よね。だか ら,生 きもの ランドがおわってほしくないよ

ね 。

図5A児 の生きものがたり(生 き物ランドの活動後)

(2)雪 遊びの活動におけるB児 の事例から

B児 は,生 き物の飼育活動において,対 象とのかかわ りが少ない児童であった。これまで自分一人で生き物を飼育 し

た経験がないことや自分 のお気に入 りの生 き物が死んで しまったことがその要因であると考えられる。日々の飼育活動

では,生 き物のために自ら考えて行動するのではな く,友 達の様子をうかがいながら世話を続けている姿が見 られた。

そ して,生 きものがた りの記述 も,一 文のみで終わらせて しまうことが多かった。結果的に,B児 は,生 き物の飼育活

動 を通 して自分自身の頑張 りや成長を自覚するまでには至 らなかった。

そこで,児 童にとって身近な雪を対象 として,繰 り返 し雪 とかかわることのできる雪遊びの活動を設定 した。合わせ

て,表 現活動 を物語作 りか ら詩作 りへ と変更 した。詩作 りを行 うことで,体 験を通 して得た自分の思いや考えについて,

言葉を吟味 して表現できるように した。そうすることで,雪 への愛着や気付 きを深め,自 分 自身の頑張 りや成長 を自覚

する姿を期待 した。
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「雪遊びの活動を通 して,季 節の移 り変わ りや雪の様子の違いに気付 くとともに,雪 への愛着や友達 と楽 しんでかか

わろうとする心情を育む」ことが本単元の目標である。そ こで,本 単元 において,以 下のような手立てを行 った。

①教室のすぐ脇のグラウン ドを雪遊 びの場所 に設定 し,繰 り返 し雪 とかかわれるように単元 を構成する。(図6)

②雪の絵本の読み聞かせ を行い,雪 への興味 ・関心や雪遊びの意欲 を高める。

③活動内容は,で きる限 り児童の自己選択 ・自己決定 に任せる。

④雪 とのかかわ りを詩(以 下,雪 の詩)に 表現する活動を繰 り返 し行い,児 童が雪への愛着や気付き,自 分自身の頑張

り,成 長 を自覚できるようにする(図7)。

1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10時

体験活動一
・雪の絵本の読み聞かせの活動

・雪遊びの活動

表現活動

雪の詩集[=======================::=====一 一

図6「 雪遊びの活動」単元計画(生 活科10時 間,国 語6時 間)

雪遊 びの活 動 の前 に,『 ゆ き』 の絵 本の読 み聞かせ を行 った。 「子 どもたち は,ゆ き

が大好 き。だれ よりも好 き。文句 な んか,言 わない よ。赤 い長 ぐつ をはいて,手 ぶ く

ろ をはめ て,大 き く口 をあ け て,さ あ,ゆ きを食 べ ち ゃ うそ。4)」絵 本 で印象 に残 っ

奪翻 獅 織謹叢頚ゑ募重鷺 饗膿驚叢 響 ・鼎罫
などの雪遊びに加えて,雪 を触った時の柔 らかさや雪を食べた時の美味 しさを伝えて 図7B児 の雪の詩集

いる児童 もいた。

B児 は,1回 目の雪遊 びの活動 をしている最中に雪でたくさん滑ってしまい,全 身が雪 ま

みれになってしまった。そ して,1回 目の雪遊びの活動後には,「雪ってこわいな すべっ

たらケガをしちゃうんだ もん」 という雪の詩を作 った(図8)。 雪の詩作 りの後 には,気 付

きを伝え合 う活動を行 った。B児 は,雪 で滑 った経験か ら,雪 の怖 さを友達に伝えていた。

しか し,他 の児童が雪で遊んだ面 白さや楽 しさを伝えると,こ れまでのB児 と異な り 「もっ

と雪遊びをやってみたい」 と教師に自分の思いを主張するようになった。

そ して,2・3回 目の雪遊びの活動では,雪 で色々なものを作 ったり,雪 山から自分で転

げ落ちたりして全身を使 って雪 と存分にかかわるB児 の姿が見 られた。2・3回 目の雪遊び

の活動後には・「すごいね 雪でハー トも作れちゃう」「ふ しぎだね ふしぎだね だってつ 図8B児 の雪の詩

もると雪がわらってみえるんだもん」 と雪の面白さや不思議 さを詩に表現 した(図9)。(1回 目の雪遊びの活動後)

その後 も,雪 遊びの活動を続けていると,B児 は柔らかい雪が手で

力 をこめると固 くなることに関心 をもった。そ して,友 達 と一緒 に雪

合戦や雪だるま作 りを行 うようになった。この体験 によって,B児 は,

雪の遊園地作 りの活動で も雪だるま作 りに取 り組んだ。雪の遊園地作

りの活動 は,雪 遊びの活動後にある児童が発 した 「遊 園地みたいだ

ね」 とい う言葉から生 まれた活動である。B児 は,雪 だるま作 りグ

ループの友達 と一緒に活動 を行った。事前の相談会では,B児 のグ

ループは,一 人一人が自分の雪だるまを作 り,た くさんの雪だるまを

並べることを計画 していた。
図9B児 の 雪 の詩(2・3回 目の雪遊びの活動後)
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実際に雪の遊園地作 りの活動が始まると,B児 のグループは計画通 り一人一人で雪だるま

作 りに取 り組んだ。B児 もた くさんの雪だるまを作っていたが,活 動の途中でグループの友

達 に 「もっと大 きな雪だるまを作ろうよ」 と提案 した。活動 を再開 したB児 であったが,雪

玉が大 きくなるにつれて,B児 一人では動かす ことがで きな くなっていった。すると,グ

ループの友達 と協力 して大 きな大 きな雪玉 を動かす姿が見 られた。その後 も友達 と相談 しな

がら活動を進め,大 きな雪だるまを2つ 置いて雪のベンチを完成させた。B児 は,雪 の遊園

地作 りの活動後に 「すごいで しょ すごいでしょ 雪のベ ンチがかんせいだ」 とい う詩を

作 った(図10)。 そ して,単 元の最後には,雪 の詩集の最終ページにこれまでの雪 とのかか

わ りを通 して思ったことや感 じたことをページいっぱいに書 き表 していた。 図10B児 の雪の詩

(雪の遊園地作りの活動後)

雪 さんいろいろな楽 しさを教えて くれてあ りが とう。雪だるまを作 った り,雪 が っせんをした りしてとて も楽 しかったよ。

雪がふった時は楽 しくていろいろなこ とができたよ。わた しが雪 さんとあそんで1ば ん楽 しかったことは,雪 だるまを作 っ

たことだよ。とても大きな雪玉をころが した時は,お すのがたいへんだったんだよ。でも,み んなでが んばってお したんだ

よ。すごいでしょ。雪 さん,い つまで も楽 しかった思い出をわすれないでね。

単元の最後に書いたB児 の雪への メッセージ(雪 の詩集最終ページ)

4考 察

(1)豊 かな体験活動が児童に対象への愛着や気付きをもたらし,「書 く(描 く)」「話す」などの表現活動への意欲を促す

A児 とB児 の事例 を見 ると,生 き物採集の活動や日々の飼育活動,生 き物ランドの活動,雪 遊びの活動,雪 の遊園地

作 りの活動など対象 とのかかわ りに没頭 し,何 度 も何度 も繰 り返 し対象 とかかわることが豊かな体験活動であると言 え

る。そ して,対 象 とのかかわ りと共に友達や他の学年の児童など他者 とのかかわりも豊かな体験活動の一つであること

が分かった。

ザリガニのはさみを怖がっていたA児 は,日 々の飼育活動や生き物の健康観察 を通 してザリガニ と繰 り返 しかかわ り,

後 ろか ら優 しく持つと指 を挟まれない ことに気付いた。そ して,生 きものがた りにザリガニの成長を願 う記述を書 くよ

うになった。生 き物 ラン ドの活動では,来 て くれた人にザ リガニを持ってもらいたいとい う思いから,自 分か ら進んで

1年 生に話 しかけてザリガニのはさみや食べ物について紹介 していた。

雪で滑って全身が雪 まみれになったB児 は,雪 遊びや雪の遊園地作 りの活動を通 して自ら積極的に雪 とかかわり,雪

の面白さや不思議 さを感 じ取っていった。生き物の飼育活動では対象 とのかかわりが少なかったが,雪 遊びの活動では

雪への愛着や気付 きを十分にもつことができた。そして,雪 の遊園地作 りの活動では,同 じグループの友達 と協力 して

大 きな雪玉 を運び,雪 のベ ンチを完成 させた。

表現活動において,生 きものがた りや雪の詩を書 く時期は教師が設定 したが,書 き方や内容は個々の児童で異なって

いる。生 きものがたりでは,国 語 「お話のさくしゃになろう」の学習を生か して,① 生き物に語 りかけるように書 く,

②生き物にな りきって書 く,③ 生き物 との会話を吹 き出 しに書 くなどの多様 な表現方法が出された。A児 は,自 分の飼

育 している大好 きなザリガニに語 りかけるように生 きものがた りを書いている。割 りば しペンと墨汁を使 って勢いよく

生きものがた りを書 く姿に,A児 の 「書 きたい(描 きたい)」 という思いが表れている。雪の詩作 りでは,国 語 「見た

こと,か んじたこと」の学習を生か して,最 も伝えたい事柄 を考 え言葉 を吟味 しながら表現 した り,言 葉 を繰 り返 して

自分の伝 えたい ことを強調 した りする児童の姿が見 られた。B児 の雪への愛着や気付 きが表現活動への意欲 を高め,

次々 と雪の詩作 りに取 り組む姿につながった。このことか ら,児 童の実態を見取 り,様 々な表現活動を設定することの

重要性 も認識することがで きた。

(2)表 現活動によって自覚化 された愛着や気付きが,対 象 との新たなかかわり方 を生み出す

対象への愛着や気付 きは,表 現活動によって児童 に自覚化 される。児童が愛着や気付 きを自覚することで,対 象 との

新たなかかわ り方を生み出す ことが分かった。

A児 は,自 分 の餌や りとザ リガニの成長を結 び付 け,生 きものがた りに 「ぼ くのエサで,い っぱいせいちょうして

ね」 と記述 した。そして,日 々の飼育活動でも,今 まで以上 に餌や りや水替えに熱心に行 うようになった。A児 は,生
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きものがた りの記述前 には,友 達が持っているザ リガニの餌 をもらって餌や りを行 っていた。しか し,生 きものがた り

の記述後には,ザ リガニが どんな餌が好 きなのか図鑑で調べた り,色 々な種類の餌 を家か ら持 ってきて食べさせた りす

るようになったのである。

B児 は,雪 の詩作 りで雪の面白さや不思議 さを自覚すると,雪 への愛着 を深めていった。そして,雪 への愛着や気付

きが,更 なる雪 とのかかわりを生み出した。B児 は,柔 らかい雪が手で力 をこめると固 くなることに関心 をもち,友 達

と一緒に雪合戦や雪だるま作 りを行 うようになった。その体験 によって,雪 の遊園地作 りでも雪だるま作 りに取 り組み,

友達 と協力 して活動することのよさに気付 くきっかけとなったのである。

活動内容 をで きる限 り児童一人一人の自己選択 ・自己決定 に任せたことも,主 体的に対象 とかかわろうとする姿 を生

み出す一・助 となった。教師からの指示だけで体験活動 を行っていては,せ っか くの児童の気付 きを次の活動につなげる

ことはできない。表現活動によって対象への愛着や気付 きが 自覚されること,児 童一人一人の思いや願いを基に体験活

動 を行ってい くことで,児 童が主体的に対象との新たなかかわ りを生み出すことになった。

(3)体 験活動 と表現活動を相互に繰 り返す過程が,自 分 自身の頑張 りや成長 を自覚する児童の姿を引き出す

低学年の児童にとって,自 分 自身の頑張 りや成長 を自覚することは難 しい。本研究では,体 験活動 と表現活動 を相互

に繰 り返 したことで,児 童が これまでの活動 を振 り返 り,自 分 自身の頑張 りや成長 を自覚する姿につながった。

友達 とかかわることが苦手なA児 であったが,生 き物 ランドの活動後に書いた生 きものがた りには,他 者を意識 した記

述がたくさん見 られるようになった。生き物とのかかわ りと共に,他 者 とのかかわりも深まっていったのである。「ねえ,

生きものランドはもうおわりだよ。 もっとやりたいよね。まだぜん校の人や先生のぜんいんとともだちになってない もん

ね。ぜんいんとともだちになりたいよね。だから,生 きものラン ドがおわってほしくないよね」の記述からは,ザ リガニ

の姿にA児 自身の思いを反映 させていることが感 じられる。A児 が,他 者を意識できたことは,大 きな成長の表れである。

自分の思いや考えを表 出することが難 しかったB児 は,生 き物の飼育活動では,自 信 をもって活動に取 り組むことは

できなかった。 しか し,雪 遊びの活動では,「 もっと雪遊びをやってみたい」 と自分の思いや考えを主張 していた。そ

して,「 とても大 きな雪玉 をころが した時は,お すのがたいへんだったんだよ。で も,み んなでがんばってお したんだ

よ。すごいで しょ。」 とい う雪へのメッセージの記述か らは,雪 だるま作 りの苦労 と共 に友達 と協力 して1つ のことを

成 し遂げた満足感や充実感が伝わってくる。そ して,頑 張った自分自身に対 して自信 をもつことがで きたのである。

5課 題

本研究では,体 験活動 と表現活動を相互 に繰 り返すことで,児 童の気付 きや対象 とのかかわ り方が どのように変容 し

てい くかを捉 えた。特 に,豊 かな体験活動 と生 きものがたりや雪の詩作 りの表現活動が密接に結び付 き,個 々の児童が

対象 とのかかわ り方 を変容 した り,自 分 自身への気付 きを自覚 した りすることの有効性は検証することがで きた。しか

し,個 々の児童の気付 きが集団の中の他者 とのかかわ りを通 してどのように変容 していったか詳細に分析することはで

きなかった。今後は,個 々の児童の気付 きと他者の気付 きの関係性について研究 を深めていきたい。

引用文献

1)文 部科学省 『幼稚園,小 学校,中 学校,高 等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について(答 申)』,

(2008年),PP.92～93

2)加 納誠司 「言葉の力を発揮 し豊かに表現する生活科授業の創造一大正自由教育の理念 を現代 に活か した 「はたけ

うた」 を通 して一」,(日 本生活科 ・総合的学習教育学会 『せいかつか&そ うごう 第18号 』2011年),pp.96～103

3)木 村吉彦 『生活科 の理論 と実践一 「生きる力」 をはぐくむ教育のあ り方一」,(日 本文教出版,2012年),p.217

4)シ ンシア ・ライラン ト 『ゆき』,(新 樹社,2010年)

参考文献等

・文部科学省 『小学校学習指導要領解説 生活編』,(2008年)

・田村学 「教師のイメージカで実現する生活科の授業づ くり」,(生 活科教育研究会 『生活科の探究No.95』2012年)

・木村吉彦 「生活科 における言語活動の充実 とは一発達実態 と教科特性 を踏まえた,体 験 と言語活動の充実をめざす

生活科授業 一」,(広 島大学附属小学校学校教育研究会 『学校教育2012年10月 号』),pp.6～ll


